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1月～3月も様々な･国々と司法交流がなされま

新年度を迎え気持ちも新たに． 今後の各国との

ことを願いつつ． 1月～3月の渉外案件の概要
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した。

司法交流が益々盛んになる

をお伝えします。

外国法曹等の最高裁訪問概要
－

ﾏﾚｰｼｱ連邦裁判所長官_行些ﾐ菫
｜ 月30日にマレーシア連邦裁判所（日

本の最高裁判所に相当） トゥン ・アリフ

ィン ピン ザカリア長官が最高裁判所

を訪問L . 寺田逸郎長官を表敬されまし

た。 また，昨年マレーシアを訪問した山

本庸幸最高裁判事と再会して懇談しまし

た。
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御一行は東京地裁も訪問して刑

事裁判傍聴及び法廷見学を行い．

両裁判所の親交を深めました。

（写興上：寺田長官とマL－ノア連邦裁卜

後’ン ・アリフィン長官．写翼左 ：山本判事

とマし一／ア連邦裁判所長官一行）
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3月3’ 日． ｜ －－‐－－ ＝－－－~|が■
－ 二言---|’ 大谷直人最高裁判事を表敬訪商~を
問は，昨年大谷直人判事が英国を訪問Lた際に面談した

一-一二一1． 日英両国の交流がさらに深
した。

し

大谷直人最高裁判事を表敬

日英両国の交流がさらに深
一 一 一一一一 一一 ‘‐ ‐ u
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た。
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外国出張の概要についてはJ Ne tホータルもご篭ください
国際会議出席

●米国家庭裁判所協会(AFCC)主催のワークショソフ

3月， 米国イリノイ州シカゴにおいて, Assoc i o1 1 0n of fOmi l Y ond

Conc i l l oi l on Cou「↑s (AFCC)が主催するワークンョッフに裁判所総

合研修所渡部教官が参加しました。 「へアレンテイ ンク・ ・ コーディネーシ

ョン (PCI ) :実務の基礎」のワークショッブて“は, PCの概要， 役割，

実務，対象となる当事者の特徴のほか. DV事案における留意事項等のテ

ーマが扱われ、 ｜~モデルスタンダードと応用：監護評価とリスクマネジメ

ント」のワークショッフて．は． ガイドラインを踏まえた子の監護評価の実

務という観点から，前提知識， 準備及び実施上の留意点等の全般的な話題

が扱われまLた°

●国際倒産についての国際裁判官会議

3月． オーストラリアのシドニーにて国際倒産についての国際裁判官会

議が開催され， 東京地方裁判所小野寺判事及び同土屋判事が出席しました。

易っ鱗外 突撃！隣のキュービクル:）

米国一般職長期在外研･"ii (雌高栽事務総筍秘脅｡乳渉外第一係主任）中嶋円
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と皆のキューヒクル （※職員ことに仕切Lつれた執務机） を訪オ1 ．撮罷交渉

机． 色？な流俄

あることの趣に改め-<思い多致す． 才しゴダリ‘|･'第4裁判区裁判所の午後
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Pい,、アレンティング コーヂィネーシ雪ン）とは．訓練を猫んだ,逗雲又は法律の専門家が．裁判所命令又は当事者

の契約に基づいて．一定の権限を付与された．、アレンテイング・コーディネーターとなり．養育計画の実行に伴う

当事者間の愈思決定を補助Lたり （具体的には．餐育計画の実行の詳緬や微修正につき． 皇デイエーンヨン同橡に

話合いを援助するほか． それて･も結論が出ない場合'二は裁定を下す ） ．子どものニーズ等に関して親に‘|脅報提供

をしたり ． 関係機関（各当事者の治罐提供者等も含む ）の連抵を促Lたりする爽務を指Lてい玄す



★展示物の紹介★

各国の法曹等からの贈呈品を最高裁内の図書館

において展示してぃ主す．

今回はその一部を紹介します
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●最高裁への訪問一覧(平成29年1月～3月）
訪問者 I 国等 ｜訪問時期｜■■■扇剛謂

「

函匪函琵■

外務省対日理解促進交流
プログラム｢カケハシ･プロ
ジェクトJ一行15名

最高裁 庁舎見学.概要説明･質疑応答アメリカ H29.1.1 1

画
．

ｉ
Ｉ ’

国連難民高等
弁務官事務所
(UNHCR)

最高裁 氏本秘書課長表敬訪問H29.1,18

’

第165回国際高官セミナー
一行31名

最高裁
東京地裁
東京家裁

最高裁庁舎見学
東京地裁:公判傍聴.概要説明
東京家裁:施設見学

世界各国 H291.19

最高裁:氏本秘書課長表敬訪問庁舎見
学.概要説明
司研:小泉司研所長表敬訪問施設見学，
概要説明質疑応答
東京高地家簡裁戸倉東京高裁長官表敬
訪問奥田東京地裁所長表敬訪問,田村
東京家裁所長表敬訪問.庁舎見学.裁判
傍聴概要説明.質疑応答
名古屋高地家簡裁:原名古屋高裁長官表
敬訪問伊藤名古屋地裁所長表敬訪問
萩原名古屋家裁所長表敬訪問.庁舎見
学.裁判傍聴,概要説明.質疑応答
福岡地家裁永松福岡地裁所長表敬訪問
白石福岡家裁所長表敬訪問.庁舎見学
裁判傍聴概要説明.質疑応答

最高裁1/23.24.27
司研2/10

東京高地家簡裁
1／24～2/7

名古屋高地家簡裁
2/20～23

福岡地家2/27～
3/2

■
’ ドイツ H29.1.23

1
コ

Ⅱ 最高裁オーストラリア 中川秘書課参事官との意見交換H29.1.24

’

I

目■ 最高裁アメリカ 庁舎見学H291．25

行18人

トウン･アリフィン･ピン･ザカ
リア連邦裁判所長官一行8
名

最簡裁:寺田長官表敬訪問山本判事表敬
訪問.庁舎見学
東京地裁:公判傍聴.ビデオリンクシステム
の説明

最高裁
東京地裁

マレーシア H291．30

テンプル大学ロースクール
ー行19名

最高裁アメリカ 鬼丸判事表敬訪問.庁舎見学H29．214

香港ソリシターのインターン
シップー行5名

中華人民共和
国

最高裁 庁舎見学H29.3.17

ｲギリス 最高裁 大谷判事表敬訪問庁舎見学H29.3.31

I



●主な外国訪問(平成29年1月～3月）
出張者 l出張期間l■■■罰■■■ー耐 会議研究壬雪垂

サンフランシス
コ，バンクー

バー,シアトル
シャンペーン

アメリカ,カナ
ダ

岐阜地方家庭裁判所多
治見支部長

子の引渡しの強制執行1.16-2.15

医療訴訟の現状について(裁判外の諸
制度が司法需要に及ぼす影響など）

ダラス,ナッシュ
ビル

最高裁判所事務総局人
事能率課課長補佐

アメリカ1.22-2.3

サクラメント．
ニューヨーク．

ダーラム,ワシ
ントンDC.

刑事訴訟手続における秘密保護制度等
の実情調査

アメリカ名古屋地方裁判所判事 1.25-2.24

ブリスベン,シド
ニー‘バース

民間企業における海外での企業活動の
実情

東京家庭裁判所判事補 オーストラリア129－25

シドニー.メルボ

ルン,キャンベ
ラ

オーストラリアにおける調停制度オーストラリア東京地方裁判所判事 2.2-2.26

裁判手続の公開又はアクセスと個人情
報の保護と管理

トレントン，ウィ
リアムズバーグ

横浜地方裁判所主任書
記官

アメリカ25－218

LGBT(性的少数者)対象者に配慮したソ
フト･ハード両面からの環境整備につい
て

シアトル.ボスト
ン

大阪高等裁判所会計課
専門官

アメリカ2.5-218

最高裁判所事務総局刑
事局付,家庭局付,家庭
局第三課課長補佐

少年法制(若年者刑事法制を含む)及び
その運用に関する実情調査

ワシントンD.C.

セントルイス
アメリカ215－2．24

法整備支援についての実情調査
法整備支援についての実情調査

大阪地方裁判所判事補
大阪地方裁判所判事補

ハノイ

ヲフラ天ラ
ベトナム

カンボジア
2.15-2.22
-

2.15-2.23

外国の裁判所における警備対応の実情
について

シドニー’キャン
ベラ

仙台地方裁判所主任害
記官

オーストラリア219－3．4

再非行危険性の適切な評価の在り方に
ついて(専門家養成のための研修制度も
含む）

山形家庭裁判所鶴岡支
部主任家庭裁判所調査
官

バンクーバー，
サクラメント

アメリカ，カナ
ダ

2.19-3.4

ワシントンD.C

ウィリアムズ
バーグ

ハーグ条約実施法に基づく解放実施の
制度･運用に関する実情調査

最高裁判所事務総局民
事局付

アメリカ2.20-2.26

トロント.サウス
ベンド

アメリカ，カナ
ダ

福岡家庭裁判所総務課
課長補佐

事務局部門の仕事の進め方等について220-3.4

大法院行政処との司法交流及び司法事
情研究

最高裁判所事務総局秘
書課参事官

ソウル大韓民国3.1-3.3

ポートランド,デ
トロイト

外国の裁判所における国民番号の利
用‘管理等の状況について ‐

札幌高等裁判所総務課
専門官

アメリカ35-3.18

後見制度の適切な運用に向けた司法機
関の取組状況の調査

横浜家庭裁判所横須賀
支部主任書記官

フェニックス．セ

ントルイス
アメリカ3.5-3.18

米国家庭裁判所協会(AFCC)主催の
ワークショップ

裁判所職員総合研修所
教官一

シカゴアメリカ3.5-311

最高裁判所事務総局情
報政策課参事官同専
門宮刑事局付

フェニックス．

ウィリアムズ
バーグ．ワシン
トンD.C.

米国の裁判制度の電子化に関する実情
調査

アメリカ3.5-3.12

フィラデルフィ
ア,アトランタ

津地方裁判所総務課課
長補佐

訴訟手続における個人情報の保護等アメリカ3.5-3.19

316-3.20｜オーストラリア|シドニー 国際倒産についての国際裁判官会議東京地方裁判所判事


